
2024年度法学既修者入学試験 商法 
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【問題】 

以下の【設例】を読んで、【設問１】及び【設問２】に解答しなさい。 

 

【設例】 

１．Ｐ株式会社（以下「Ｐ社」という。）は、自動車部品の製造販売会社で、東証の上場企

業である。代表取締役会長Ａ、代表取締役社長Ｂ、代表取締役副社長Ｃ、専務取締役Ｄ、

常務取締役Ｅ、取締役人事部長Ｆ、取締役経理部長Ｇ、取締役総務部長Ｈの 8 名の取締役

及び 3名の監査役Ｉ・Ｊ・Ｋが取締役会の構成メンバーである。 

  Ｐ社の資本金は 5000 億円、総資産 8000 億円の会社である。 

２．Ｑ株式会社（以下「Ｑ社」という。）は、精密機器の製造販売会社で、上場はしていな

いが中堅の公開会社で、役員構成は、代表取締役社長Ａ、専務取締役Ｒ、常務取締役Ｓ、

取締役人事部長Ｔ、取締役経理部長Ｕ、取締役総務部長Ｖ、監査役Wである。Ｑ社の筆

頭株主はＰ社で 40％を保有し、ＡのＱ社における影響力は絶大なものがあった。 

３．Ｐ社代表取締役会長Ａは、Ｐ社の創業者でワンマン経営をしてきた。Ａは、Ｐ社の更な

る業績向上を目指し、Ｑ社を吸収合併しようと考えた。Ｐ社を存続会社、Ｑ社を消滅会社

とし、合併比率は、客観的に明らかにＰ社に有利な 4 対 1 とし、Ｑ社株 4 株に対しＰ社

株 1 株の合併を目論んだ。客観的に適正な合併比率は 3 対 1 であった。 

４．Ｑ社取締役会が開催され、本件合併について審議し賛成多数で可決された。賛成した取

締役は、Ａ・Ｒ・Ｓ・Ｔで、反対はＵ、棄権はＶであった。Ｒ・Ｓ・Ｔは、会社の役員に

してもらった恩義を創業者Ａに対し感じておりＡの考えに反対することはない。 

５．その後、Ｑ社の定時株主総会で、本件合併が議題となり、Ｐ社との合併によるメリット

及びデメリットについて種々質疑応答がなされ、Ｐ社の賛成票の議決権行使によってか

ろうじて可決された。 

 

【設問１】（配点 20 点） 

 Ｑ社株主Ｘは、5 年前から 10％を保有する株主であるが、本件合併に関するＱ社取締役

会決議に瑕疵があるとして、その決議の無効を主張したいと考えている。Ｘの主張の当否に

ついて解答しなさい。 

 

【設問２】（配点 20 点） 

Ｑ社株主Ｘは、さらに、本件合併に関するＱ社株主総会決議にも瑕疵があるとして、その

決議の取消を主張したいと考えている。Ｘの主張の当否について解答しなさい。Ｑ社株主総

会決議から 1 か月後の時点に立って解答しなさい。 

 

以上 


